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いる．その結果，横効果中央部振動を用いることで，10 mL の試料に対して 4.7-985 (mPa･s) の粘
度範囲において，圧電振動子の等価回路の抵抗成分の変化が試料の密度と粘度の積の二乗根に比例し
ており，測定原理に基づく粘度測定が可能であることを示唆している．このとき，測定精度は粘度の




















物がない事から洗浄が容易となり，Hazard Analysis and Critical Control Point (HACCP)にも対応
が容易であると考える．これらの特徴により粘度計測が簡便に行えると期待され，粘度計測を必要と
する幅広い分野において研究活動の迅速化や，製品の製造管理における省力化への貢献が期待でき
る． 
 
【最終試験の結果】 
平成３１年２月６日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
